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　強豪校を目指す上で、個人種目のみ、リレーのみ、ということではな
く、複数の選手が個人とリレーを掛け持ち、入れ替えをしながら勝ち上
がっていくことが必要になります。そう考えると、スプリント陣の奮起
は不可欠です。
○西村：「400mはこの地区大会で県大会で準決勝、決勝へとラウンド
を進めるための想定がしっかりできたと思います。決勝では前半で強
い選手に着いていこうとしたことで無理やりスピードを上げてしまい、
自分の課題であるスピードを出すと走りがガタついてしまうという部
分が出て、ラストまで上手く動かし切ることができなかったです。ここ
からの練習では自分1人でスムーズにトップスピードまで上げられるよ
うにし、前半200mを上手く走った上で、ホームストレートに入る部分
でギアを上げてスピードを維持させ、58秒前半を出して県の決勝で戦
います。 」
○岩本：「100mと200mでどちらもベストを出して、県大会出場権を
得られたのは良かったです。課題として、中盤から後半にかけての走り
で、速い人に離されてしまったので、県では中盤からもう一段階加速し
て、後半で競り勝てる走りが出来るように頑張ります。また、リレーで
もチームを勢いづけられるような走りをします。」

　ハードル陣も、着実に力をつけています。県では自己ベストを更新し、準決勝へコマを進めたいです。
○一関：「 今回、110mHに出場し、16”13で第6位に入賞することができました。目標としていた15秒台
入りを果たすことはできませんでしたが、改善すべき点が明確になったため、県大会までの練習で改善し
ていきたいです。県大会では15”80を出し、準決勝で戦っていくことを目標に、頑張ります。」
○山崎：「今回の大会では、400mHで7位入賞することができました。予選では自己ベストと同じタイムを
出すことができ、安定して走り切ることができました。しかし、決勝では予選よりもタイムを落としてしま
い、自分が納得できる結果には届きませんでした。県大会では、今回の反省を活かして、ハードル間の歩数
管理と後半の粘りを意識し、自己ベストを更新できるように頑張ります。」
○納崎：「今大会では、400mHで決勝に進むことができました。予選では、ラストまでしっかりと体を動か
すことを意識し、落ち着いて自分の走りができたと思います。しかし、決勝では、自分の思っていた通りに
レースを進められず、予選よりタイムが落ちてしまいました。さらにタイムを上げるには、400mを走る力を
上げることとハードリングが高くならないようにすることが必要だと実感しました。県大会に向けて、ギア
を上げて、県大会では、自己ベストを出して上位で戦えるようにします。 」

　決して満足の練習が出来る環境ではありま
せんが、そんな中でもさらなる結果を求めま
す。まだまだ、投擲がはまっているわけでは
ないので、県大会へ期待です。
○佐藤：「今大会は気持ちよく投げられたと
言えるような投擲は一本もなく、今ある課題
が全て浮き彫りになったと思います。トップ
8になるまで、戦えるような記録を出せな
かったことも大きな課題だと感じました。し
かし、幅跳びで自己ベストが出たのでこれま
でになく良い流れが来ていると思います。県
大会まで時間は短いですが、今やるべきこと
をやり、自己ベストを更新して関東選抜に進
みたいです。」

○高橋：「  今回の大会、幅跳びに関しては夏
のベストを20センチ更新することができま
した。前々からの課題の踏切前の減速をかな
りなくせたおかげだと感じています。次の課
題として、踏み切り前の一歩の間伸びをなく
し、走ったまま踏み切ることがあります。現在
の記録では決勝には届くかもしれませんが、
次のラウンドに進むにはまだ記録を伸ばすこ
とが必要です。県への抱負としては、まずは
今回の跳躍を再現すること、そして課題を見
据えた跳躍をし、より記録を伸ばすことで
す。」
○藤沢：「ドリルをひたすらやってきて、それ
が結びついてきたと思います。100のベスト
が0.5秒ほど上がりそれを少しずつ三段跳に
落とし込めてきた結果、県大会への切符をつ
かめました。しかし市大会は自分のやってき
たことを最大限発揮できたわけではなかっ
たので、だからこそ県大会ではベスト記録を
出すことよりも、やってきた技術が最大限発
揮できた跳躍をしたいです。そのうえで記録
が付いてきて、この先の学総にも繋がってく
ることを目標にしています。」
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　秋シーズンの主役は、間違いなく跳躍陣です。地区大会では、ま
だまだ物足りなさがありますが、種目の特性を考え、地区大会自
体を、課題の発掘や県大会に向けてのポイント確認にあてている
ので、ここからトップギアに入れられればいいと思います。しっか
りと自己ベストを更新できる状態へ調整をしていきます。
○磯野：「今回は自分が課題として
いる1本目の入り方を修正すること
ができず跳躍自体もダイナミックさ
がなく納得のいく試合をすることが
できなかった。積極的なせっちをし
てかつスピードをのせることを県大
会までに丁寧に練習していく。県大
会では跳躍内容をもう一度確認して
自己ベストの跳躍をして必ず関東新
人の権利を獲得します。 」
○奥澤：「課題としていた助走の安
定については、改善することができ
たと思います。しかし、記録として
満足のいくものではなく、また他の
課題も見え、悔しさも残りました。
県大会に繋がる競技はできたので、
県では「課題が見つかった」で終わ
らないように、それをしっかり形に
して、優勝します。 」
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万年企業を目指して
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納得のいく投擲が出来れば

次のラウンドへ

秋シーズンの主役の跳躍陣

ここからがトップギアです

強豪校を目指すハイブリッド型

自己ベストで準決勝へ


